
働き方・休み方の見直しの推進に関する企業経営陣へのトップ要請
山本久恵雇用環境・均等室長は、令和5年12月12日にシャープディスプレイテクノロジー株式会社（亀山

市白木町）を訪問し、中高史人事総務統括部長に同社の「働き方・休み方」の取組状況をお聴きするととも

に、更なる取組の推進を要請しました。

【会社情報】
名称 シャープディスプレイテクノロジー株式会社
本社所在地 三重県亀山市白木町464番地
設 立 2020年8月（令和2年）分社化
従業員数 2,100人（令和5年11月末）

事業内容 ディスプレイデバイスの製造、開発及び設計
ＵＲＬ https://sdtc.jp.sharp/

中高史人事総務統括
部長（右）に「働き
方・休み方の見直し
の推進にかかる要請
書」をお渡しする山
本雇均室長（右）

働き方・休み方の推進に向けた主な取組

項 目 取 組 内 容

年休取得促進の取組
すべての社員が有給休暇を平均19日（計画5日+14日）取得している。
1年を3分割しそれぞれで取得状況を確認し、計画的な年休取得の取組を行っている。

超過勤務に関する取組
全体で上限を超えないようスケジュール管理を行い、定期的に確認する体制を取ってい

る。

男性の育児休業に関する取組
育児休業の対象者に対するアナウンスを行い、申し出があれば、取得できる体制づくり

を行っている
令和3年度37人、令和4年度51人、令和5年度（11月末現在）31人

その他の取組
多目的休暇制度（短時間勤務、フレックス勤務、育児・介護のほか自己啓発）
ネクストキャリア制度（55歳以上の再就職支援制度）
ハラスメント対策研修、時間が労働縮減のための勉強会の開催


